
県庁活動報告会

南会津町中荒井地区

福島大学とげっちょ組～地域活性化サークル～



とげっちょ組とは

「福島大学わりばしから環境を考える会」を前身として、
平成28年4月に新しく発足した。南会津町中荒井地区を拠点として
中山間地域の地域活性化を目指して活動している
地元密着型の地域活性化サークル。

今年度は地元での活動のほかに風とロックでのわりばし販売などを
行って、福島民報などに紹介された。

・現在は、男子7名 女子5名の計12名で活動している。



１ 中荒井地区の概要

２ 今年度の活動

３ 活動の成果

４ 次年度の目標

本日の発表内容



南会津町中荒井地区の概要
（平成2８年1月1日現在）

・人口 全体364人 男184人 女180人

・位置 田島地区の国道121号沿いに位置している。

・交通 会津鉄道線がある。（浅草や新宿ともつながる予定）

・名産 日本酒やトマトなど。

・歴史 如活禅師が有名。縄文土器なども出土している



前年度の活動・見つけた課題

「前年度の活動」

・地元の方との交流会・アンケート調査、ＳＷＯＴ分析

・如活祭などの地元の行事への参加・調査

「見つけた課題」

・少子高齢化の進行 高齢化率３９.９％

・県内・県外での中荒井地区の知名度の低さ、交流人口の少なさ



今年度のテーマ

１、中荒井地区の交流人口を増やす

２、如活祭のＰＲ



6月 中荒井鳥獣対策電気柵見学

・昨年から中荒井地区に新
しく設置された鳥獣用の電

気柵の視察。

→新しいメンバーへの紹介
も兼ねての訪問で、中荒井
地区の自然を感じることが

できた。



10月 森づくりワークショップ

（福島民報）



1０月 如活祭

如活祭の主役である如活禅師を
地元紙の福島民報社に取り上げ
ていただくことで、県内へ向け

て如活祭をＰＲした。



如活禅師とは？

如活様像
出展
http://www.geocities.jp/momiji0286/edo16-1.html

如活禅師とは、江戸時代に中荒井地区
で暮らしていた僧侶である。
長崎で学んだ医学を活かして
庶民の救済に尽力した。

現在でも住民から慕われており、
毎年10月に如活祭が行われている。



今年度の活動

活動月 活動内容

6月 中荒井地区鳥獣対策電気柵見学

９月 森林の楽校参加、風とロックわりばし販売

10月 森づくりワークショップ、如活祭

11月 地域活動報告会

12月 中荒井地区訪問（24日・25日）

1月 中荒井地区訪問（22日・23日）



今年度の成果・反省

「成果」

・南会津産のわりばしの販売や各種報告会・新聞などを通じて外

部へ中荒井地区をアピールすることができた。

・中荒井地区の現状を知り、活性化の方法について地域の方との

より深く踏み込んだ議論ができた。

「反省」

・如活祭など地域の行事にもっと参加したかった。

・ホームページの創設はしたが、継続的な更新まで手が回らなかった。



中荒井地区マップ作り

テーマ「つながる・続ける中荒井マップ」

• 地元の小学生たちと協力して中荒井地区のマップを作成し、

中荒井駅や会津若松駅においてもらう

・地元と協力して地区内に観光案内用の看板なども設置する

• マップをサイトにあげて写真やイベントの情報の更新をしていく

→中荒井地区のブログ創設



中荒井のお酒と歴史を巡るツアー

テーマ「歴史と日本酒を入口にした中荒井地区への招待」

• 中荒井地区の如活禅師などの歴史資源や名産である日本酒に焦
点をあてた観光ツアーの企画。

・如活祭の時期に開催することで住民との交流を増やしリピー
ター獲得につなげる。



対象：酒や歴史に興味のある２０歳以上の大学生または、大人

日程：１０月頃、如活祭と合わせて１泊２日の予定

場所：中荒井地区集会センター付近

規模：２０名程度

募集方法：福島民報・ＡＣＦ・とげっちょ組Twitter

ツアーの概要



スケジュール（仮案）

1日目

11：00 中荒井地区紹介・交流会

12：00 昼食

13：30 中荒井散策（酒造見学）

15：00 郷土料理作り

18：00 夕食会

2日目

9：00 宿泊場所出発

10：00 如活祭見学・体験

13：30 南会津お土産館

15：00 中荒井駅解散



・地元との調整（中荒井区長・男山酒造など）

・ツアー用のマップ作り

・ツアー計画・実行

今後の予定



ご清聴ありがとうございました！


